
（大規模災害時における）

タクシ－無線の通信確保 記者発表

(一社)近畿自動車無線協会と新潟通信機㈱は、平成２５
年１１月２１日、大阪市内で「(大規模災害時における)タ
クシ－無線の通信確保」について、その目的及び実証実験
を記者発表した。

地域密着型の公共交通機関であるタクシ－
無線は、その面的機動性の特性から地震など
大規模災害が発生した場合においても人命救
助、災害救援など情報収集の第一線となる潜
在能力を有しており、地域貢献の観点からそ
の通信の安定的確保を目指す必要が出てきて
いる。
近自無協は「(近畿版)タクシ－無線の災害
対策マニュアル」を策定し、その中で、とり
わけ遠隔地にある基地局の制御線断時のバッ

クアップ対策が急務であると位置づけて、同マニュア
ル別冊「基地局制御線のバックアップ対策検討」を
作成し、平成２５年８月２３日大阪市内で、メ－カ、代
理店を集めた「タクシ－無線担当者会議」で説明し
た。同会議で共同実験の賛同を募った結果、新潟
通信機㈱がその意思を表明したため今回の実験が
実現したものである。
当日の記者発表は、９社１０名(予備日として同月２
６日 １社１名)の参加で、今回の実証実験説明及び
実験試験局を使用した実機による通信を実施した。
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はじめに

• 一般社団法人近畿自動車無線協会では、
大規模災害時の通信確保を目的とした「タ
クシ－無線の災害対策マニュアル(近畿版)」
を作成し、広報・説明会で周知している。

• 同マニュアルの中で、配車センタ－以外に
設置している基地局の制御については、一
般的に有線（メタル線または光ファイバ－）
を使用しており、大規模災害時の断線で基
地局設備が健全であっても、センター～移
動局（タクシ－）間の通信が途絶することに
なる。



• この対策として、同マニュアル別冊として「基
地局制御線のバックアップ対策検討」が行わ
れている。

• 同検討書の基本方針は、
①できる限り既存の設備を使用

②地震など自然災害による影響を受けな

い方式としている。

• これに基づき、基地局側での “折り返し”に
より最低限通話を確保する方法を提唱して
いる。



「タクシ－の災害対策マニュアル」(近畿版)で
は次のような記述をしている。

エ 基地局が遠方にあり、配車センタ－との間に専用線、光ケ－ブル等

の有線を使用している場合は、地震時の断線で通信制御が出来なく

なる場合があることは心得ておく必要があり、この代替案、緊急時の

応急措置の検討が急務となる。（これは別途研究する。）
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１．検討課題

タクシ－無線の災害対策マニュアル（近畿版）については、平成２４年度

で初版を作成した。
この中で、「方針の具体 ③ エ」では、「基地局が遠方にあり配車センタ
－との間に専用線、光ケ－ブル等の有線を使用している場合には、地震
時の断線で通信制御ができなくなる場合があることは心得ておく必要があ
り、この代替案、緊急時の応急措置の検討が急務となる。」としており、
今回この対策について検討するものとする。

１

２．基本的方針

前項について、基本的な方針を次のとおり設定する。
（１）できる限り既存の設備を使用する。
（２）地震等自然災害による影響を受けない方式とする。



３．バックアップの種類

（１）現行有線の２ル－ト化

断線という観点からは、現行の制御線（メタル線、光ファバ－）の２ル－
ト化では意味がない。

（２）無線による方式

まず、現在の基地局（集中、分散）のシステム構成を整理する。
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４．考えられる対策(2周波数の場合)
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考えられる対策(1周波数の場合)
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（１）折り返し機能

前項の送受信機折り返し機能で、制御線断時の通信確保が可能である

ことを説明した。

本項では、折り返し機能をどのように生成するかについて、次の動作構

成図で検討してみる。

５
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（２）折返／解除信号

前項の折返又は解除を行う信号は、音声帯域ＭＦ信号組合せの簡便な

信号方式でコストダウンが図れる。折返、解除の確認は実動作で確認し

複雑な構成を避けることで、簡素で実用化可能となる。

６

評価と課題

（１）デジタル方式での “折り返し”動作は、災害時の通信確保という切り口

では、十分実用となる。

（２）平常時の制御線「断」時で、復旧工事が遅れた場合でも活用可能。

（３） “ 折り返し”制御信号による動作の安定性については、制御機能その

ものが簡単なため、簡素な信号形式で実用化可能。

（４）折り返し機能部分は外付けで可能となるため、既存設備はほとんど改

造なしに本機能を導入することができ、低コスト化が図れる。

（５）本方式を導入する場合、「電波法」の規定との整合性検証が必要。
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